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機器にも的確に対応した。患者もほとんどが継続して

通院した。年配の患者のなかには「この歯は、あなたの

おじいちゃんに治療してもらった」と話す人もいるという。

榎田院長は経営を受け継いだだけでなく、治療を通し

て父や祖父たちとも深くつながることにもなった。

　新しい榎田歯科医院は、グレーの外壁が印象的な

平屋建てだ。受付と待合室は天井が高く、高窓からの

光が柔らかく降り注ぐ、心地よい空間になっている。

「旧クリニックのよい部分を新しい建物に受け継ぎたい

と思っていました。患者さんから多かったのが、以前の

建物で木の床材が印象的だったという声です。温かみ

を感じ、安心できたとおっしゃるんですね。そこで、待合

室の壁や床面、診療室に入る廊下の床材に木を使い、

旧クリニックの雰囲気を感じさせるようにしました」

　診療室は、患者と医療スタッフの動線を分けた構造

になっている。オペ室を兼ねた個室も１つあるが、日々、

診療で使うユニットは半個室タイプ。患者は待合室か

ら廊下を通って扉を開け、ユニットに座る。ユニットの背

中側は、医療側のワークスペースに開かれている。

「ワークスペースの設計で、第１に重視したのは、すべ

てのユニットを一目で把握できる構造にすることでした。

経時的に変化する状況に気づきやすい環境にすれば、

「榎田歯科医院」がある静岡県牧之原市は、御前崎灯

台が立つ岬にも近い自然豊かでのどかな地域だ。

　2022年、榎田洋平院長は、父の榎田中外先生から

歯科医院を受け継いだ。就任と共に建物を移転新築。

診療を続けながらの移転だったこともあり、新たな場

所は敷地内で駐車場として使っていたスペースだ。

「院長に就任する７年前から榎田歯科医院に勤務を始め

ました。うちは曾祖父から続く歯科医院です。親から子へ

歯科医院を継承する際、大先生に馴染んでいた患者さん

やスタッフが離れてしまうという話をよく聞いていました。

そこで、私は『改革はするが、革命は起こさない』と決め、

時間をかけて、確実に前進させようと考えました」

　親子継承をゆっくりと進めることは、榎田院長にとっ

てもメリットがあった。これまでどのように診療を進めて

きたのかを日々、間近に見ることで、父の豊富な経験を

吸収し、自分のものにする時間が得られた。また、スタ

ッフとも治療時やミーティング、日常会話を通して理解

を深め、信頼関係を築くことができた。

「ありがたいことに、8年前の勤務開始時から今まで、スタッフ

は一人も減ることなく、活躍してくれています。なかには、子ど

もだった私を抱っこしてくれたベテランのスタッフもいます。

長く働くスタッフは、過去と未来をつなぐ貴重な戦力です」

　スタッフたちは、榎田院長の治療方針や新しい医療

静岡県牧之原市にある「榎田歯科医院」は４代にわたり、
地域医療に貢献してきた。受け継いだ志と熱意を胸に、
歯の寿命をのばす診療に取り組む院長に話を伺った。

患者さんの体調が観察しやすく、手が足りなそうなス

タッフのサポートにもすぐに入れます。第２に重視した

のは、私たちが歩く距離をできるだけ減らすことです。

数メートルの違いでも、１日に何往復もするのは、時間

と体力の無駄になります。日々のルーティーンの動きを

最小限にする設計と仕組みを徹底しました」

　ワークスペースの壁側には医薬品のキャビネットが

並び、消毒滅菌機器も設置されている。消毒滅菌と準

備スペースが一体化したスタイルだ。

　そして、目を引くのが、中央に大きいカウンターが２

つ設けられていること。処置の準備やパソコンのデー

タ確認など、治療中に発生する仕事を複数人が同時に

行える広さがある。顔を合わせる機会が増えるため、申

し送りのコミュニケーションも取りやすい。

　榎田院長は「総合病院のナースステーションのイメ

ージで作った」と話す。

　さらに榎田院長のアイデアが発揮されているのが、

天井から吊り下げられた大型モニターだ。この画面に

は予約状況がリアルタイムで表示される。

　以前は紙の書類で予約を管理していたが、建物の

新築に合わせ、管理ソフトを導入。予約のタイムラグが

なくなり、治療時間の調整がしやすくなった。

「個室ではタブレットも使いますが、メインのスペースでは、

大型モニターのほうが予約データを共有しやすい。受付ま

で確認に行く時間が節約できます。個人情報については、

患者さんの背中側の高い位置にありますし、私たちの視認

でも、時間と処置別に色分けされた四角いセルが見える

程度。文字が小さいので、心配ないと考えています」

　榎田院長の専門は口腔外科だ。父の中外先生は、

義歯治療を中心にしながら、予防歯科の啓発にも力を
入れてきた。校医として担当する小学校にて、県内初

のフッ化物洗口を行った。当時はフッ化物洗口に対す

る反対の声もあったが、中外先生は粘り強く説得を続

け、現在では地域の多くの園や学校においてフッ化物

洗口は行われている。

　榎田院長が口腔外科を選んだのは、そうした父の知

識と経験を補完する分野として考えたからだ。

「私たちのモットーは、『歯の寿命をのばす！』ことです。私

は歯科医師の経験を積むなかで、歯周治療や歯髄保存

治療、根管治療が疎かにされがちなことが気になってい

ました。榎田歯科医院で働くようになってからも、歯周組

織や根管内に問題があり、それが悩みの原因になってい

る患者さんを拝見してきました。患者さんにわかりにくく、

変化を実感しにくい部分であっても、精度の高い治療を

行い、しっかりと歯を守っていきたい。それが地域医療を

支える“かかりつけ医”としての役割だと思っています」

　患者からは見えない部分にも細心を配る考えは、消

毒滅菌と衛生管理にも徹底されている。

　例を上げれば、ウォッシャーディスインフェクターの

導入だ。消毒滅菌のレベルを上げ、スタッフの身体を守

るだけでなく、洗浄時間の短縮にも役立つ。他にも、滅

菌器はクラスＢの「ICクレーブ」、ハンドピース専用滅

菌器は「DACユニバーサル」を選んだ。

　環境にも工夫を加え、ワークスペースの動線をカラ

ーゾーニングで区域分離した。視覚的に消毒滅菌の

スペースとそれ以外を確認しやすくしたことで、スタッ

フの行動は自然と変わってくる。

　また、榎田院長の妻であり、看護師と保健師の資格

を持つ奈未子さんが「第二種歯科感染管理者」の資格

を取得。消毒滅菌の頼れる人材として、院内ミーティン

グでの情報提供やスタッフ教育を担当している。

「院内の衛生管理を気にする患者さんが増えている時

代です。内覧会で実際に見ていただきながら説明した

ところ、『なかなか知ることのできない消毒滅菌の部分

まで見られて、安心しました』とおっしゃっていただけま

した。ホームページでも設備をわかりやすく紹介し、安

心していただける情報を提供しています」

　歯科医院は院長が世代交代すると、患者の年齢

も若返ることが多い。榎田歯科医院も、子どもや20

～30代の患者が増えてきている。スタッフも新しい

メンバーが増えた。現在は歯科衛生士が４名、歯科

助手が５名だ。

　じつは榎田歯科医院がある地域は、歯科医院の数

が足りていない。団塊世代が引退する一方で、後継者

不足から廃業する歯科医院もあるという。「10年後は、

この地域で歯科医院探しに困る患者さんが増えるか

もしれない」と、榎田院長は心配する。

　そうした地域の事情から、榎田歯科医院では、虫歯

や歯周病などの治療と共に、どのように健康な歯を守

っていくかを大きな課題に掲げている。

「歯を失った年配の患者さんも、必ずしも歯を疎かに扱

っていたわけではありません。食後に歯磨きをして、痛く

なったらすぐに歯科医院に通っていても、守り切れない

部分がどうしても出てきます。毎日の適切な歯磨きの

方法を覚えたり、定期的に歯科医院でメインテナンス

を受ける必要があります。患者さんに自分で歯を守る

大切さをもっと伝えていかなければと痛感しています」

　そのために、榎田歯科医院では、スタッフと力を合わ

せ、患者の歯科教育に力を入れている。たとえば、厚生

労働省の調査を元にした、年齢別の歯の平均本数の

わかりやすいデータを見せながら、60代くらいから急

激に歯を失う可能性が高いことを伝える。単に「歯を守

りましょう」と話すだけでなく、具体的なデータを活用す

ることで、説得力を高めているという。

「ベテランの歯科衛生士も多いので、患者さんの年齢

が上がると、歯を失うスピードが速まることは、経験とし

て感じていました。その裏付けとなるデータや医学的な

理由を、私が院内ミーティングで伝えるようにしていま

す。そうすると、スタッフが患者さんへ説明するときに、

伝え方を工夫するようになり、積極性が出てきます」

　その努力は、定期検診を受ける患者数が増えてきた

ことに現れてきている。

　榎田院長は、さらに予防歯科に力を入れるため、歯

科衛生士の数を増やしたいとも考えている。期待する

のは、資格を持ちながら、結婚や育児などで休業して

いる人からの応募だ。

「育児や介護をしている人でも働きやすい環境を作る

努力も続けています。診療を集中して行い、父が院長

の頃より終了時間を早めたのも、その一つです。経営

的な許容範囲のなかでスタッフの数を増やし、休みを

取りやすい体制も整えました」

　これからはさらに、患者に対して歯に関する“知らな

かったから損をする”という事態が起こらないようにし

たい。スタッフとも力を合わせ、「歯の寿命をのばす！」ク

リニックに育てていきたい。榎田院長は、そう力強く話

してくれた。

４代続く歯科医院を受け継ぎ、
口腔外科の専門を活かし、
地域医療に尽くす

天井が高く木を多用した待合室広くすっきりとした受付
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ナースステーションの
機能も備えた診療室

７年の月日をかけて
父から歯科医院を受け継ぐ
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